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（結婚・独身マトリックス）
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結 婚 先 送 り 志 向

・30歳超においても、男性の約3割、女性の約2

割が｢まだ結婚するつもりがない｣

・30歳超になると交際相手との結婚希望率が

減少する

独 身 利 点 ・ 結 婚 リ ス ク の 存 在

・結婚の利点よりも強く認識されている独身の

利点

・男女ともに結婚後の女性の仕事継続を希望

→女性から見て結婚メリットの減少

・女性の男性の犠牲になることへの抵抗感

親 と の 高 い 同 居 率

・未婚者の男性の7割、女性の8割が親と同居
している
・肉体的・精神的な｢楽｣の保有、経済的な｢得｣
の保有、自由になる時間、お金の最大化
・現在の30～40歳の親は60～70歳のセーフ世

代（高い貯蓄率、持ち家、好条件の年金、退職

金）

出 会 い の 喪 失

結婚したいが、交際相手がいない

・｢理想の相手なら結婚してもよい｣が25歳超

で、男性の4割以上、女性の5割以上である

・現在の交際者がいない比率は、男性55％、女

性45％

恋 愛 交 際 リ ス ク

・30歳前後で別れた場合、次の交際者に出会

える可能性が年齢とともに減少する

（「30歳前の結婚に消極的な男性」と「30歳まで

が勝負の女性」との同年交際ミスマッチの存在

もある）

・一定年齢までに相手が見つからない場合、そ

の後の可能性も加速度的に下落する→晩婚化

がその危機感を弱めている

・恋愛経験の増加、同棲経験の増加による男

性、女性への理解の深化→結婚へ踏み切れな

いハードルとなる逆作用

結 婚 し な い 、 で き な い 人 の 増 加
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